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じまじめに}本研究のは的は，短時評n. ~道強度自転車
巡動I1J'こ発tmされたパワーに影響する鶴子を大総長gの
筋の弱lTlJ'ターンおよび筋;軽から検討することである，
衣Wi鍛j定問をmいた研究では，自転車遂動1.の大総務
の筋活動パターンを検討した研究はいくつか見られる.
しかしながら，これまでのところ，自転車i進路iドの発
~>>iパワーと筋の動段パターンおよび筋滋との関採につ
いては，)j法論的に泌畿であるためか，十分に明らか
になっていない点が多い.そこで，我々は巡動後の大
総部の綴気共鳴機能i偽j像をJftいて，筋の動員パターン
および筋殺を定最的に勢:出し，綬時跨・ (i1j強度自転車
送致における発持パワーとの関係について検討した.
{方法}男性 12名が被検殺として磐主nした.建2級式n
転車二L)レゴメーターをmいて. -(;卒業の 7.5%の負荷で 6
秒間の全力ペダリングを 30秒の休息、をはさみ， 2. 5. 
10セット行った.自転車運動中に発機されたパワーは，
パーソナルコンピューターに 0.5 秒、#j:~こ取り込んだ.2 ，
Sセットの自転車遂動は.30分以上の休怠をはさみ!汚
・のf:J~こ. 10セットの迷議bは別のH'こ行った. 自転fi
j運動中における大腿部の筋の動員パターンを競べるた
め，磁気共~号機能映像法を用いて安静{時および 2， 5， 
10セットのそれぞ、れの運動it後に犠綾和時間('1'2)強溺
i場if象(Fastspin-ccho. TR I TE 1500 / 30， 90 ms)を搬影し
た.大総務の 5枚のT2強欝横断自立殺を得て，そこか
ら各筋別に γ2値を算出した.また，安静時の欝像か
ら務体綴を各筋]IJに算出した.
{結果と考察i大li設部の筋援と 2，工 10セット中に発
揮されたパワーとの跨には，有意な税関関係が認めら
れた仕立0.74-0.80， PくO.OI).lil様に，大腿閉鎖筋 (Qめま
ハムストリング (HM)， 1勾転筋群 (AD)の静5:設について
も検討したところ， QFでは 3稜類の運動会てに有窓な
者mu関係が認められた (r::0.75 -0.84， P < 0.01)が， HM 
とADにおいては 10セットの運動のみに有意な相関関
係が認められた.大腿部のほとんど全ての筋では，セ
ット数が多くなるにしたがい，務の動員も直線的に増
加した，しかしながら， HMと必〉を構成する各絡で
は，必ずしも全ての筋が勤災されておらず，綴人fnJで
も動員される筋が異なっていた.このようなことが影
響したため，発tltlパワーと筋体機との有意な相関関係
が認められない場合があったものと忠われる.以上の
結果から，箆持熊・詩j強度自転車運動ではt 1護人によ
って動員される筋および動員の程度が異なることがお
された.これには筋の1>1"殺の仕方・モーメントアーム
などの解説学的な要因と筋の発機強力・?持費エネルギ
ー・筋へのストレス・疲労などを最小限にするような
(Buchanan et at. J. Ncurophysiol. 1986)神経系の制御機携
があるものと忠われる.
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